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中川町長

県庁にて中沖知事より

裁定奮を受けとる

． 
‘ 

I 

v、，，

4
A
織
が
境
界
裁
定
曲
線

知
事
、
か
朝
日
・
宇
奈
月
両
町
の

境
界
を
裁
定

世帯停数
5,070 (-47) 

死亡
20 

出生
13 

転出

188 
転入

103 
女

10.027 (-47) 
男

8. 967(-45) 
総人口
18.994(-92) 

（）内は
対前月比

町の よう す
4月 1日現在
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昭和56年 I 

I 第1回議会定例会｜

さ

3号

昭
和
日
年
度
予
算

条

例

改

正

朝
日
町
と
宇
奈
月
町
と
の

境
界
決
定
に
関
す
る

意
見
な
ど

刊
議
案
を

可
決

あ

ら

ま

し

電量

昭
和
日
年
第

l
回
朝
日
町
試
合
定
例
会
は、

報............ あ

査 ＊ 条
3 ま ~2 (:91] 
fキ Tこさ σ3
の ‘れ己責

決 講 乏 正
定 願しな
が 、 T二ビ
な F束 、 30
5 惰 ；義
れ 16 案
ま 件 に
し に っ
たつい

L、て
て
｛手

． 
承

認

日
ま
で
会
期
を
目

8
聞
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た 3

月
川
白
か
ら

μ

窓
定
例
会
で
は
昭
和
日
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め

.......也お32卑 8同86 .. rケ
11¥3櫓 ’f.i聖書明~·1 IL>. 

審
£，，
B

’H
V

’I
 

：
j
l
l
 

t
i
l
l
 

：j
l
t
 

q
d
ii
咋

4
2
1

、3l
s
q
J
E
1

そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
可
決

議

ネ呈

:{ :{ :{ J 
i J j J J J J J 
17 Hi l!i 14 
II 11 11 11 

日

開
会

（会
期
決
定
、
町

μ

刊叫
ψ

及
川
．山
必
川
｝

本
会
議

（成
本
必
川
）

ー
ズ
五
四
晴

｛成
次
説
川
）

本
会
設

（

nu耽
）

:) :3 3 :{ 
JJ JJ JJ JJ 
21 20 El 18 
II 11 11 11 

町本ロハ
コ
ι
辻
・、

－ea
4
．，，Ea
，40
 

継
続
審

本
会
中
崎

（一

郎
取
れ
間
－

い
k
n
h

、

L
Vノ
i

e
h

h

、ゃれ
之
、
．1
4斤
4

・、H日
リ

’

A
qノ
4
J
叫

F

－
白周・

ψ
tμ
ド
、

州
主
佳
品川
t
h
N
M会

川

H
・・4
，f
f
い
い
い
た
一
4

・BR
A
e

、

E
h，
h1
1
J
V
7』
ノ
4

総
務
教
討
を
い
川
会

総
は
同
教
行
会
社
会

休
会

3 3 3 
J-J H fl 
24 23 22 
Ll I ！日

休
会

総
務
教
育
長

U
会

本
会
議

（を
い
民
長
銀
行、

W
M疑
、
社
治
、
ほ
決
）

日
刊
の
迫
加

（氾
加
滋
系

の
従
来
開
巾
必
問
、
白山政

バ
晶
、
は
決
）

可
決
さ
れ
た
も
の

O
州
日
町
と
山
下
人
小
川
町
と
の
境
界
の
決

定
に
附
す
る
立
比
に
つ
い
て

〈
昭
和
日
年
度
予
算
〉

。
般

会

計

H
Hリ

l
a
r－
－

L
4
、今、
ι
l
t

、t

t
I
V
l
闘

－
血
司
／
L
e

・e・”1
t

。
特

別

会

計

ο州
日
町
川
民
地
以
似
険
判
別
会
J
，r

｝
 

。
州

H
附
川
代
位
以
保
険
h
M
冷
地
内叫時計

川
仇市川
山
町
州
判
別
会
社
，
＋
sn

。
制

U
町
川
代
他
山
保
険
み
的
地
北
山

川
A
F
M

僚
一
州
特
別
会
社
γ
り

。
州
日
町

M
M八
位
脱
保
険
み
彬
地
ぷ
出

A
n
b
U宵
・i川
上

1
川
リ
ー
、

h
i
l
l’h
l
～z
p

”
む
旬
匂H
l
ゆ

4
u
hソノ・
6

”
ーl
んも

。
州
川
町
附
い
切
水
道
引
別
会
計
，
r
M
M

。
州
け
町
出
川
除
外
・

一地
一
似
川
水
特
別
会

。，，，
h
l
a
z
f

ou
l－
んう

。
側

H
町
川
政
焚
ハ
ナ
資
分
一
特
別
会
川
fr

‘．，，
 

ゐ・、，

O
朝
日
町
保
健
文
化
賞
法
金
特
別
会
計

子
柑
持

。
企

業

会

計

O
制

H
町
h
u市
病
院
本
業
会
計
予
防升

。

昭
和
田
年
度
補
正
予
算

O
制
H
町

一
般
会
川
幼
．比
，
ず
鈴

（抗

7

u
yJ
）
 

O
制

U
町
ぶ
問
削
除
外
二
地
一
版
刷
水
特
別
会

ゆ川
補
正
予
弥

（抗
l
H
V
）

条
例
改
正
し
た
も
の

。
例
日
町
谷
川
m
A
M
M会
委
川
等
の
制限酬

社
び
仰
H
問
弁
仙
t
A給
条
例

一
部
改
．汁

の
件

。
州
日
町
消
防
川
条
例

一
部
改
正
の
件

。
制

U
町
の
職

U
の
勤
務
時
川
に
附
す

る
条
例
令
部
改
正
の
作

。
捌
け
町
主
人
一制
批
セ
ン
タ
ー
似
川
料

条
例

一
部
改
正
の
件

O
制
U
町
民

h

幹
忠
治
セ
ン
タ
ー
使
川
料

条
例

一
部
改
正
の
件

。
判

H
町
雌
食
物
の
処
即
日
及
び
仙
川
に

附
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

。
州

H
町

M
M川
セ
ン
タ
ー
仙
川
料
条
例

の

一
部
改
正
の
件

。
例

H
町
山
内
体
行
施
ぷ
条
例

一
郎
改
汗

0 0 
f'I・ NJ（’1・. ・：リlの

LI LI i’I・ 
町 町
制 ~1i
はも！，

~水
数 j丘
粂条
j§IJ j§IJ 

古IS im 
改改
iE iE 
グ〉グ〉

そ

の

イ也

(2) 

。
大
字
、
午
の
ほ
也
被
の
女
史
及
び
山
崎
止

の
件

。
大
下
、
千
の
住
域
の
新
訟
の
件
山

O
大
字
、
千
の
区
域
の
新
設
の
件

ω

O
浴
付
抹
納
め
件
（朝
日
町
立
小
・
中
川
チ

校
及
び
朝
日
町
立
川
休
育
所
倫
口山
等
）

O
新
川
広
械
凶
事
務
組
合
縦
約
の
変
兇

の
件

。
制
H
問
問
定
資
産
却
価
簿
伐
委
い
れ
会

の
安
い
れ
を
選
任
す
る
た
め
川
立
を
ボ

め
る
件

承
認
さ
れ
た
も
の

O
地
打
’
M
川市
法
郡
山
条
に
よ
る
山
中
決
処

分

（附
和
田
年
度
制
日
町

一
般
会
計

補
正
予
材
料

（あ

6
サ
ご

草
月

＝－－
H
U
 

原買

陳
』情

． 

採
択
巳
な
っ
た
も
の

O
M
川
改
修
工
しゅ
の
他
行

O
道
路
舗
装
が
業
の
実
地

O
消
勺
装
．
世
の
設
置
と
生
川
用
水
路
の

改
良

O
町
道
小
史
2
サ
線
の
舗
数

O
道
路
u
hA

備
事
業
笑
施

o
m…
凱
川
の
準
用
川
川
の
指
定

0
・A
A
H
川
改
良
い
や
業
の
実
施

O
社
会
．悩
祉
事
業
の
鉱
充

O
流心
T
1
講
狭
陥
に
よ
る
泌
水
対
策

O
悶
水
路
の
改
造
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A；；保
屯の
l好拘Ii

継
続
審
査
に
怠
つ
だ
も
の

。
内
川
述
北
山
内
白
州
市
中
迫
崎
地
収
小
山
内
印
刷
叩

似
の
変
．
史

川

o
h
M述
北
隙
’
H
動
中
道
崎
地
U
仏
海
山
路

一
似
の
変
更

ω

O
都
市
計
両
道
路
の
計
酬
は
山一
し

－
常
任
餐
員
長
報
告
よ
り
駿

き

－
総
務
教
育
委
員
会
・

報……・……あ

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
わ
ね

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
．

な
お
、
審
査
の
過
松
に
お
い
て
、
次

の
要
望
意
見
が
報
告
さ
れ
た
、

ー
、
朝
日
中
学
校
完
成
後
の
引
き
波
し

の
際
に
、
附
帯
設
備
等
に
細
心
の
注

意
を
は
ら
わ
れ
た
い
。

2
、
当
町
に
い
お
け
る
ス
キ
｜
人
口
の

m

加
が
著
し
い
が
、
経
済
的
見
地
並
び

に
教
賀
行
政
の

一
環
と
し
て
、
ス
キ

ー
場
の
建
設
等
の
積
極
的
地
策
を
議

ぜ
句
れ
た
い
。

3
、
条
例
及
び
規
則
の
繁
備
が
不
十
分

な
の
で
、
改
正
等
の
手
だ
て
会
議
ぜ

ら
れ
た
い
．

4
、
町
誌
編
さ
ん
事
業
の
正
後
性
を
期

す
る
よ
・
7
、
鋭
立
似
h
h
付
さ
れ
た
い

5
、
ぃ
附
・しん
・L航
の
他
社

f必
地
を
H
J，ル

ニh
に
h
，
3
L
ムニ
‘

．，‘，
J

’しい訓
柑，a
’a
．，伺
a

，，
・L

’

次
に
、
隙
仙
の
制
日
町
消
防
川
部
6

・
分
川
目
的
屯
所
の
勺
山
札
口
い
似
川
に
ウ
い
て

は
、
一
則
立
安
当
ir
主
的
録
制
仏
ir
－
決
し
た

行
、
総

J

川刊さ
れ
た
．，

aw
環
境
厚
生
委
員
会
・

付
託
来
件
に
つ
い
て
は
、
以
来
ど
わ
ね

り
吋
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た

な
お
、
裕
伐
の
泊
料
に
お
い
て
、
次

の
．
裳
明
党
が
鍬
h
H
さ
れ
た
．

ー
、
保
山
口
児
km単
価
の
同
州
納
肋
の
制

算
内
山
む
を
改
務
す
る

4
7、
川
等
へ

鞘
似
的
に
隙
約
さ
れ
た
い
．

2
、
ぃ
父
泊
指
川
市
U
M
に
要
す
る
財
政
事
的

等
ふ
動
系
し
て
、
県
代
に
よ
る
交
泊

指
ゆ

U
の
附
討
を
問
る
本
つ
、
．
裳
脱

さ
れ
た
い

．，

3
、
的
病
院
に
在
人
ヴ
周
の
肱
療
施
設

を
併
設
さ
れ
る
よ
う
、
鞘
極
的
に
般

討
さ
れ
た
い
ら

4
、
じ
ん
幽
臓
病
山
中
著
の
交
通
事
情
等
を

勘
案
し
て
、
泊
病
院
に
人
工
濯
物
の

医
療
器
械
多
鵡
入
さ
れ
た
い
ゐ

陳
情
の
社
会
悩
祉
事
業
の
紘
充
に
つ

い
て
は
、
願
窓
妥
当
と
認
め
採
択
と

決
し
ま
し
た
。

－
産
業
建
般
委
員
会
＠

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
む

な
れ
．
事
伐
の
治
れ
に
お
い
て
、
次

の
．助
広
明
ぷ
は
が
鰍
行
さ
れ
た

ー
、
郎
山
川
川
州
泊
陥
の
川
r削
完
成
を
日

指
し
、
制
肋
全
出
μ市
制
附
干
の
な
き
ょ
7

鋭
立
努
力
さ
れ
た
い
．

2
、
他

T
K町八
V
H
佐川
む
の
符
月
比
叫
び
払

い
ド
げ
等
を
仙
械
的
に
険
付
さ
れ
た

3
、
二
級
川
川
め
れ
J
川
淳
が
十
数
年
に

わ
た
り
．
氾

U

仇
し
て
い
る
の
で
、

Hr

h
gル
に
岐
路
工
下

等
が
出
米
る
よ
う
、

関
係
打

γ

川
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
．

4
、
林
泊
工
下
地
工
の
際
に
、
が
務

T

H
税
上
で
F
m附
ち
の
な
い

4
7、
制市一

に
付
処
さ
れ
た
い

・・

抑
制
及
び
隙
仰
の
谷
広
川
結
保
で
、
次

の
ぷ
後
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
則
立
安
当
と

認
め
M
M
似
と
決
し
ま
し
た

O
川
川
改
修
工
が
の
他
行

。
迫
路
制
批
択
が
症
の
実
施

O
哨
川
中
，
淡
加
の
設
置
と
生
活
用
水
路
の

改
良

O
町
道
小
．
史
2
サ
線
の
舗
装

O
道
路
然
倫
中
集
定
施

o
m…虫
川
の
徴
則
河
川
の
桁
定

。
江
人
口
川
改
以
下
業
の
明
施

O
流山九市
岬仙
炊
陥
に
よ
る
溢
水
対
策

O
刷
水
路
の
改
造

0
山
町
道
路
の
側
議
設
置

O
水
省
除
去
設
備
の
位
置
と
道
路
の
怖

令
書a

”
 

な
お
、
陳
情
の
郎
市
計
断
道
路
の
計

画
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
宙
帯
情

等
を
勘
案
し
て
、
継
続
審
炎
と
決
し
た

旨
、
報
告
さ
れ
た
。

。3
月
定
例
会

〔
一
一
般
質
問
の
中
か
ら
〕

C
助

成

金

質
問

社
会
教
行
附
係
の
み
師
団
体
に

交
付
す
る
助
成
会
を
一
律
に
交
付

し
な
い
で
、
完
結
配
－U
H
を
般
討
さ

答
弁

今
後
、
千
均
別
段
ぴ
会
以
数
等

を
什
情
川
小
に
的
材
料
す
る
・
－
L
－b
蔽
付

し
た
い

．

。

公
共
施
設
の
使
用

質
問

学
校
施
設
等
の
使
用
山
中
崎
に
付

L
．
制
限
内
谷
に
問
也
が
あ
る
の

で
‘
験
対
さ
れ
た
い
z

答
弁

社
会
教
打
、
ス
ポ
ー
ツ
桜
興
等

の
行
事
で
あ
れ
ば
制
限
し
な
い
が

仙
川

H
的
に
よ
勺
て
は
、
制
限
も

や
む
ル
件
な
い
，

。

小
学
校
の
統
合

質
問

小
学
校
の
統
廃
合
を
具
体
的
に

般
討
し
て
い
る
の
か
も

答
弁

米
年
度
で
各
地
区
の
か
た
が
た

の
立
は
を
ま
と
め
、
前
向
き
に
候

川
刑
し
た
い
・・

。

図

書

質
問

図
書
館
は
悩
祉
セ
ン
タ
ー
等
と

併
設
さ
れ
て
い
る
が
、
ん
門
小
日
の
取

リ
級
い
に
相
違
が
あ
り
、
統

一
出

来
な
い
か
ゐ

答
弁

県
下
の
動
向
島
寸
を
勘
案
し
て
、

駐
善
の
方
法
を
混
と
た
い

6

館

。

消
防
署
の
体
制

質
問

縦
ル
代
、
消
防
将
に
常
勤
の
憲
判
長

が
い
な
く
、
組
織
の
先
実
化
会
図

る
見
地
で
・
配
置
す
る
巧
え
が
な

い
の
か
ら

答
弁

過
よ
、
配
置
し
な
か
ゥ
た
事
情

会
ら
び
に
県
下
の
動
’
川
を
H

凡
な
が

ら
、
前
向
き
に
験
付
し
た
い
．

。

条
例
等
の
整
備

質
問

町
の
条
例
、
悦
刷
で
本
改
正
等

の
不
倫
さ
が
付
立
つ
の
で
、
善
処

さ
れ
た
い

答
弁

条
例
・
成
制
等
で
ご
指
摘
の
よ

う
に
不
備
な
山
…
が
あ
れ
ば
、
改
正

・
等
を
倹
討
す
る
－

。

過
疎
対
策
事
業

質
問

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の

一
服
と

し
て
、

三
本
ス
キ
｜
州
場
の
地
設
充

実
な
ら
び
に
城
山
周
辺
に
観
光
地

設
を
造
る
計
画
が
あ
る
の
か
z

答
弁

施
設
の
充
実
化
も
さ
る
こ
と
な

が
・
句
、
目
的
地
会
品
ぶ
道
路
島
候

備
し
、
交
通
の
制
使
化
を
図
り
た

く
梢
鋭
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
＆

。

雪
書
道
路
の
改
修

質
問

今
冬
の
月
来
，
に
伴
つ
、
除

τ作

業
で
相
当
数
の
道
路
面
が
州
市
防
し

て
い
る
が
、
い
つ
一切
ま
で
に
改
修

す
る
の
か
。

答
弁

交
通
問
題
も
あ
り
、

4
月
中
に

改
修
等
の
処
置
易
講
じ
た
い
＠

(3) 

司

3
咽

l
噌

l
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朝
日
町
は
大
豆
の
適
地

反
収
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

附
が
発
表
し
た
回
年
産
大，
M
の
作
制

は
冷
紅
に
も
か
か
わ
・
り
す
ん
川
山
県
はん上

圏
第
二
位
の

m
a当
り
閥
均
の
収
量
を

あ
げ
て
い
ま
す
が
、
朝
日
で
は
大
家
庄

地
区
で
叩

a
当
り
捌
同
と
い
う
収
後
を

あ
げ
て
お
り
、
品
質
も
最
高
級
と
の
折

り
紙
つ
き
で
す
。

こ
れ
は
、
朝
日
町
が
大
豆
生
産
に出
血

し
た
風
土
で
あ
る
こ
と
の
何
よ
り
の
証

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

足
り
な
い
国
産
大
豆

国
産
わ
ず
か

M
%足
ら
ず

日
本
の
大
一旦
消
費
量
は
年
間
仰
万
，
＼

内
川
彬
は
日
万
，
’し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
フ
ち
ミ
ソ
な
ど
の
食
用
は
河
万

き’
で
す
。

国
で
は
、
食
用
の
ウ
ち
印
%
を
国
内

で
生
産
す
る
回
線
を
た
て
て
い
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
面
積
は
い
ま
の
2

倍
以
上
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
ν

有
利
な
価
格

‘！

「

ト
人
以
ル
作
二
t
u倒
的mが

一陶

一

不
安
だ

・
」
と
い

7
刊
を
よ
く

，ιnv 
／

一
聞
き
ま
す
。

一問

↑

し
か
し
、
大
U
は
交
付
金
制

ぷ

度

が
あ
り

ω勾
当
り

l
M
6
r

u－
捌
円
が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す

J

だ
か
ら
収
益
性
は
政
訴
／
安
心

し
て
作
れ
ま
す

rf · ~ d z 1 ~ 
め之、 （1 ； 主 I ~
大配リ 宰ii冊
以 ざ ti 力｜械
ff れ ’Ji" f色｜対

る 1明き｜応
ti Ji 11.1・ ~ I明

従 ｛， H'd ~1.. 1 ¥, 

米 多 カ4 歪L
グ〉 L、カ・ ヲ
あ でか
せf し ’

豆
作
り
と
違
い
、
綾
子
を
は
場
に
直
ま

き
す
る
方
法
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

作
業
の
ほ
と
ん
ど
が
機
械
対
応
可

能
で
す
。

ま
た
収
機
に
つ
い
て
は
、
不
充
分
な

が
ら
も
組
織
的
に
脱
殺
機
、
選
別
機
な

ど
を
導
入
し
て
お
り
、
ま
た
足
り
な
い

分
に
つ
い
て
は
A
議
傾
極
的
に
補
助
事

業
の
活
用
に
よ
り
導
入
し
て
い
き
ま
す
い

l
l麦
の
跡
地
に
大
豆
を
ー
ー

ま
た
今
後
は
変
の
跡
地
活
用
の
方
法

と
し
て
大
リ
ル
耐
え
て
、
さ
・り
に
一
昨
刊

ア
ソ
フ
を
は
か
リ
ま
し
ょ
・

1

特
に
今
年
の
大
変
に
つ
い
て
は
豪
雪

に
よ
る
被
害
で
あ
ま
り
収
量
が
期
待
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
跡
地
利
用
を
行

勺
て
く
だ
さ
い
。

標準小作料が
かわりました

Ill I+ f’v帳斜金 矯 事耳

桝起のん 曽．出則Pl

·~ ti：倹

桝起・ lt/J・5 11.4似Jfll

峨起.I:¥. （リ
12，以河川

II:ヵ・5

情処のん 6.辺地川

続起から
12.ぽ）（）円

ト号？ター fl: Liftで

も1"11•阜の鱗起8・ 軍地斜金
ら・I•r. てり地主て Y.IX抑制 2，車岡何者む

Ill /1¥ 慣 5，縦X>Pl 補助ii宮it

コン， tfン 16.似l0111
量的刈取’Ji
1・•Jiii

パ イ〆Y- 8，“H】Pl

防除 11<I; 日）（）flJ ホース般事

ケイ餓Ille/ti 6U内 II置（2臥cJ
当’』

る
さ
A
F

急』

金料

＼
l
ノ

開

の
金
金

山

鳩
賃
料

んは一

働
準
準

蜘

前
標
標

開

4
7
／
t
1＼

ぽ

今
年
の
農
作
業
賃
金
と
農
業
機
械
係

議
料
金
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

O
雇
用
労
働
賃
金

。
一
日
当
た
り
の
農
作
業
賃
金

男

五
、
八

O
O円

女

四

、

四
O
O円

。
農
業
機
械
の
標
犠
料
金
に
つ
い
て

は
緋
地
の
条
件
な
ど
に
よ
り
2
制

以
内
の
期
減
が
で
き
ま
す
。

qγlnJι 

(4) 

O
作
業
時
間

午
前
7
時
初
分
か
ら
午
後
5
時
初
分

ま
で
、
仕
食
時
聞
は
1
時
間
、
休
憩

時
間
午
前
、
午
後
と
も
各
々
却
分
、

〈
〉
時
間
超
過
賃
金

1
時
間
当
た
り

男

八

O
O円

女

六
瓦
O
円

。
賄
い
は
で
き
る
だ
け
簡
素
に
し
て

男
女
と
も
五
O
O円
程
度
と
す
る
。

は
こ
の
段
喰
小
作
料
を
参
FJ
に
話
し
合

い
て
決
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

し
か
し
、
そ
の
制
が
緋
作
者
の
総
営

のム安
定
を
関
山
台
す
る
よ
う
な
尚
舶
の
場

介
に
は
農
業
委
い
民
会
が
当
事
者
に
付
し

減
制
の
勧
行
が
で
託
、ま
す
。

こ
の
際
地
中
小
作
料
は
、
農
地
の
小
小
島

民
や
ル
ヱ応性
仰H
則
定
寸
に
よ
っ
て
算
定
し
、

前
凶
の
改
定
か
ら
3
年
を
経
過
し
、
山
村

前市
ド
怖
の
変
動
を

rJえ
今
回
改
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

そ
の
制
は
別
表
の
と
お
り
で
す

6

近
年
土
地
改
－
N
4業
が
進
み
、
小
作

料
に
付
す
る
土
地
改
良
事
業
貨
の
と
ら

え
む
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
耕
作
者
で
あ
る
小
作
人

が
土
地
改
良
事
業
費
を
負
判
し
て
い
る

た
め
、
こ
の
標
懲
小
作
料
は
、
小
作
人

が
土
地
改
良
事
業
費
を
負
判
し
た
も
の

と
し
て
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。

し
か
し
土
地
改
良
事
業
刊
が
務
し
く

高
飢
と
な
る
場
合
や
、
相
明
作
が
土
地
改

良
市
中
業
伐
を
負
相
し
て
い
る
農
地
を
借

り
る
場
合
は
、
ぷ
万
十
分
協
議
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
地
の
賃
貸
借
は
農
地
法
に

私
づ
く
許
可
の
な
い
も
の
や
、
農
用
地

利
用
榊
進
法
に
基
づ
く
申
し
出
の
な
い

も
の
は
無
効
で
す
の
で
留
意
し
て
く
だ

さ
い
。
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一
、
使
用
的
に
は
．
必
ず
点
的
核
怖
を

行
い
ま
し
ょ
・
7

二、

あ
わ
て
ず
、
れ
ち
つ
い
て
作
業
を

し
ま
し
ょ
・
守

三
、
ト
ラ
ク
タ
ー
作
定
中
て
多
い
が
此

は
、
知
人
・
織
出
時
の
断
転
で
す
．

帰
入
路
は
余
裕
を
も
勺
て
広
灼
に

と
り
＃
デ
し
ょ
・
ヲ

4
月
刊
日
j

5
月
別
日

・．
・－

τ 

みんなで無くそ う農作’t•彼

ひさ

い
よ
い
よ
似
の
農
作
す
た
ン
l
，7
．・／ど

な
リ
ま
し
た

良
川
燃
の
作
さ
ん
く
れ
ぐ
れ
も
が
此
の

な
い
よ
・
7
に
農
作
業
を
什
い
ま
し
ょ

v

町
て
は
農
業
機
械
効
率
向
川
左
ん
ト
吋

取
事
業
や
字
、
純
一
小
で
す

農
業
機
械
を
ト
ラ
ブ
ル
の
わ

7
＼
そ

し
て
安
全
に
彼
則
す
る
た
《
に
、

報・・…・・・・ －あ広

... ・e・， －・n-u•• · lll!・・・....・伶，r

※
点
検
校
仙
に
つ
い
て
は
、
民
業
機
械

の川崎
川
b
n
H
を
よ
く
川い叫
ん
で
’
川
分
で
で

き
る
よ
・
フ
に
な
り
ま
し
ょ
・
7

※
十
け
日
験
終
備
に
ウ
い
て
の
相
談
は
川
光

κや、
i
Jよ
り
の
民
協
・
山
定
機
械

ト
し
ん
ぶ
い
川
に
い
た
し
ま
し
ょ
・
7

中
＝日
枚農
掃業
施 賞
設

一理中
ヌ；三云 H 

賞雲量

民
業
杭
叶
ザ
引
を
川
代
化
し
、
民
業
の
あ

る
べ
き
安
を
け
指
す
民
主
将
を
た
た
え

る
部
川
相
川
小
川
農
業
抗
P

小
川
新
聞
社

小
川
山
崎
公
演
主
似
｝
の
小
日
行
に
：
・

父
母
i
2
4
J．、・1
よ

n
H
A
e
－z〈
、
長
H

t
’M
政
m
Z
EP－－Z
創
制
／

H

7キ
／

gt
－

n
l

日
．
1
1
山ぃ
必

川
作
叫
1

‘：l
aER－－‘・

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
は

5
月
刊
日
ま
で

従
業
似
凶
剛一
地
山
川
内
の
出
川
地
K
岐
に

お
い
て
は
、
悩
山
口
地
保
全
の
り
凡
州
場
か

ら
附
党
か
川
崎
川
き
れ
て
い
ま
す
か
、
や

む
小
舟
ず
松
川
す
る
坊
へ
H

は
、
下
白
川
に

山
川
地
K
域
か
・
り
の
除
外
小
」
を
行
い
、

県の川町船，
川
ふ
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す

今
年
庇
町
で
は
．
ニ
の
こ
と
に
つ
い

品川．

－
か
泡
ば
れ
、
－
－
列
は
いま叫・円十
川小一

で
三
社
式
か
行
わ
れ
ま
し
た

ニ
の
川
ぷ
机
ヘ
H

は
‘
参
加
民
家
tn
．ぃ、一

地
A
向山
M
U
M
て
附
成
き
れ
、
附
和
的
一

年
付
辺
．
仰
の
は
州
場
校
備
に
よ
リ
地
北
一

ル
県
小
化
さ
せ
、
き
り
に
あ
．
災
民
主
…

桃

浩

幸
υ
虫
、
て
近
代
的
な
川
町
．
山
地
ル
パ

に
火
作
、
え
し
て
き
ま
し
た

4
札
、
J
晶、降、，
K
1
k汎’
i
l
i
M’
一

ト
1
1
；

1
1
1
J
i
t－
－

7

・

致
協
力
し
て
明
、
制
’
川
上
に
似
力
的
．
仙
川1l

q冷
地
の
水
稲
・
小
作
地
引
に
わ
り
け
る
イ

ネ
ツ
ラ
ス
地
内
川
川
川
町
μ
作
の
け
ぷ
杭
件
附

立
を
お
克
に
批
准
し
、
終
日
uH
術
体
系

の
統

一
に
よ
る
N

川
町
の
し
い
州
此
・
十
本
化
を

同
る
た
め
、
他
社
機
械
の
共
川
利
刷、

購
日
川
必
列
牝
ハ
川
化
ル
推
進
す
る
昨
日
4
し

て
初
ヘ
H

党
U
に
か
ら
6
年
間
で
帆
似
席
制

を
2
日
に
伸
ば
し
た
こ
と
や
、
有
機
物

附
判
然
燃
側
m，の
大
凶
施
叫
に
よ
る
中
行
附

山ι
け
の
発
生
防
汁
、
作
引
の
工
夫
に
よ
る

年
間
十
的
就
労
体
制
を
絞
れ
仏
し
た
努
力

が
必
灼
・
句
れ
た
euの
で
す

て
5
け
卜
川
に
川町
と
が
前
協
泌
を
開
始

し
＃
手
の
で
、
松
川
希
叫
H
行
は
次
の
が

川
に
向
川
立
の
・

7
え、

5
Hけ
日
日
ま
で
除

外
刷
い
を
役
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
e

※
農
用
地

K
峨
に
含
ま
れ
る
と
こ
ろ

。
は
場
似
川崎
酬
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
、

工
学
中
あ
る
い
は
計
画
の
あ
る
と

こ
ろ

（た
だ
し
、
桜
町
、
昨
年
野
の

一
部
は
除
く
）

e
的
地
区
の
京
ぶ
野
、
大
川
慌
の

一
部

。
良
川
地
阿
山
川
か
ら
の
除
外
は
年
・
i
川

し
か
必
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

1
年

間
の
計
州
を
見
絶
し
た
も
の
で
山
中
治

し
て
く
だ
き
い

。
除
外
揃
い
が
山
さ
れ
て
も
、
似
小
の
現

地
相
制
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ら
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蝶
時
、
ま
た
は
枯
れ
爪

等
の
あ
る
危
険
な
場
哨
で
は
た
き
火

等
を
し
な
い
こ
と

ω火
入
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仙
収
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叫
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什
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昭和56年度労働保険年度更新

労働保険の昭和56年度の概算保険料と昭和55年度の雌l.E
保険料の申告納付をしていただく時期になリました。

この申告書は皆さんが肉ら保険料を算定し．銀行等の窓

Uで申告書と保険料をloi］時に納付していただくことになっ

ておりますので．理ljj金送付・された「労働保険料申・作書J な

らびに「お知らせ」を参照のうえ. ・'1＇・めに申 告．納付して

-i--さい。

なお．相談．手続きについては．絞寄りの労働必議監ff
努または公共職業安定所へお｛•j.ねください。
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．農地2可：幣備・I~業

• J;t iU:舗装等守完備iJ』業
．農村総合が備が業

－林葉桜興

． 林業構造改持・I~~

. 4i 林 が 業

－林道改良. Stfj袋J）~業

3,631 

50.479 

147,503 

125.527 

37, l 73 

58.716 

：~.47-S 

57,004 

・山十Hh＜明l~ tl＇集’ 78,500 

> －漁i住埋設が業 12.918 

~ －漁業態制服備や業 川 00
〉 ＠商工業の振興と観光開発のために 72.667千円

i 椛常改持管及川動的推進はもとより．各柑阪託金制度を

~ 継続して． 村＇~・逆転資金..llt備資金の融資の円滑化により

； 尚J：業経営の安定地策を講じます。

－水産業の似輿 4.602 

観光·I~業については．県立： t'I 然公i嵩1 ・ 1£1立公l剣内最山道

帯主係j ・l ~lたを継続し将米の観光尚，ft， とし てのイノブタにつ

L 、て·，·；：伝 ・ ~f:.Pli桁；，母体制を推進します。

• I街工業対策及び’J~業j市動のための助成 14 .196下円

• 1j，小首、業等椛常安定のための手IJ・（－補給 2‘393 

・小I.I事業資イIi:あヮせん融資資金等ft'(託 45,000 

• ・県立 i’i 然公l面lの~iH総 4,350 

~ 公｜留l官 馴山 6.668 

。失業対策事業 39,063千円

i 新就職者の集いを開催し町内就労者の定着化の一助とし

； また．中高年船制支能 削q練の受滋を奨励して再就職の円

滑化を~I ります。

l郷土の保金｜ 123,707千円

町民の生命と財産をあらゆる災害から守ることは最も重

要な課題であり • － I胃の配慮を必要とすると ころです。今

後とも引き続き．消防その他防災体制の強化と防災施設の

守完備に努めてまいりますι

。消防機能の強化のために 107,427千円

il'i~）j臓HのI干i Uc職主i研修の充実を凶り，また．県の補

助を受けて防災行政無線を設置し防災行政の強化をします。

また． ｜切火思想の持及徹底を図るため少年消防クラブを

育成します。

. ~）j 災無線設置 5,400 千円

. ~）j火 i貯水僧設置 11,810 

。町土の保全のために 12,883千円

。災害復旧事鎌の促進のために 3,397千円

n1:iドは．長（：f:j等による彼惑が少なかった反耐．豪雪・．長

J:f:jによる冷害等緩t-!kに生．活をおびやかす災害に悩まされま

した。今後ともわが町は常に態械を呉にする純々の災容を

想定した防災体制づくりと地設務備に引き続き努力してま

い 1）ます。

毎日｜その
0一般行政費

．コミュニティ事業

・町誌編さん事業

－駅前自転劇置場建設

。広減行政費

。公償責

O予備資

4,500千円

3,519 

19, 100 

135,474千円

288,310千円

21,186千円

7億6,959万円

国民健康保険特別会計 710, 703千円

2. 笹川診療所特別会計 。 12,541 

3. 宮崎診療所特別会計 6,532 

4. 境診療所特別会計 15,007 

5. 簡易水道特別会計 19,959 

6. 南保外二地区用水特別会計 4,368 

7. 加議奨学資金特別会計 90 

8. 保健文化貨基金特別会計 390 

［盃 幾会計I14億5,856万円

。治病院事業会計

ー予算規棋は対前年度17.2%の伸びで医療機械の導入によ

る医療水燃の向上や．防災設備工事による安全対策に努め

ます。

地方交付税
115.000万円

28.7% 
怠入

401,242万円
100.0% 

昭和56年度一般会計歳入歳出予算

農林水産業費

81. 011方円

20 2% 

l#J笠’F 18.483万円 4.6% 商工賃 7.267万円 18%
消防費 10.743万円 2.7% 労働資 3.906方円 1.0%

滋会費 7.562方向 1.9% その他 2.448万円 0.6%

(8) 
qu噌
l
凋
斗
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昭和56年度

予算

生活基盤の充実を図り 総 額
62億

特色豊かで住みよい町づくり 4千万円
56年度施政方針

舎冬の後雪には．金町民ガ大変芯き労を強いら杓まし疋。
主主かでも連日の除雪のだめ過労で倒れられと方や怪我をされだ方主主ど． 被害を受けられ定方々にlcl:I~＼からお見

鰐い申し」二げます。
昨年は気象の異変に事調を合わぜるようlこ．現眠総理と知事の急逝忽ど往会面においても浸透しに富んだ年であ・

り．何ガ時代の大き主主変り自にさしかかっているよう主主感慨を抱くのでありま写。
一方．わガ町政におきましても．このよう忽時代の澱琉にもま杓はがら．従来力ら引き続く懸案に加えて．さ5

らに新だ主主いくつガの問題そ抱えで．前途let多餓であります。
しかし．町民の笠活基盤の充実を図り．符色豊かで｛玄みよい町づくりにさまい淫することガ町政の変わらぬ使命

であります。
いだすらに時滞！こ翻弄されること尽く．さりとて時代の趨努にさからうこと忽く．地道で着実与さ歩みを進めて

まいりZさいと謬じます。
折慈しく．財政状況ガ懇化をし．その苅応力は低下しておりますガ．全眠員ガ一体と怠って参事風そ打破しつつ

一つひとつの問題解決に純賦する気概でのぞみだいと得じます。

朝日町の予算は．前年度に比較し 1.2%の微期にとどま っております。チ算制成の.！，！；ぷ方針は， •; I き続き 「生活
正環境の態倫J r教育条件の銘備J 「産業法盤の務倫」 「郷土の保全」め 4つであります。

｜ー般会齢、I40億1, 242万円

惨歳入 ‘

｜町総｜

｜地方実働総｜

｜園。国製支幽金 1

・老人医療費給付金

· •村総合繁備事業

・水悶利用再編対策本業

．林業情造改善$業

－林道多業

－漁業集活環境繁備事業

．都市計画街路事業

－住宅建設事業

．朝日中学校建設や業

．不動堂遺跡繋備事業

．山村振興事業

［堕
主なもの

・農村総合悠｛絡事業

．町道修備事業

－郷市計画必業

．住宅建設本業

償｜

－朝日中学校建設事業

．自転車置場主主設事業

［宝 の 他｜
• .t・也布ij実与 悦

－自動fド取得税交付金

－交通安令対策特別交付金

．分1U.金＆び負111.金

836,014千円
（全体の20.8%)

1,150,000千円
〈全体の28.7%) 

1,021,675千円
〈全体の25.5%) 

130,625千円

84.900 

48.695 

38.669 

35,550 

31.175 

44,000 

91, 778 

130,674 

26.250 

73,050 

405,200千円
（全体の10.1 %) 

14. ~）＼）（）千円

68,300 

1:3,200 

39.000 

209, 100 

12.200 

599,534千円
（全体の14.9%) 

27.800千円

26.000 

890 

295,938 

－使用料及び手数料 40,027 

－財産 時呪 入 13,290 

・寄 付 金 14,065 

－総 入 金 100,000 

σ〉 他 81,524 

1,282,058千円

主夫に生まれ 、 元気で働~ .すこやかに在、、ても 11 ＜ニ ：.

これは人間としても第一義的な生き方であり，これに必要

な社会悩祉，保健衛生．交通及び住宅等の諸条件の充実・

(l1j上を図ることが町政の最も基本的な責務であると考え．

つぎのような!ifti策を実地します。

。社会福祉の向上のために 687, 154千円

社会福hlの分野では，最近いわゆる「悩祉見直し論J が

悦んでありますが，本当に悩祉を必要とするところには．

いささかもその質を孫としてはならないと考えております。

－社会悩祉協議会への助成 1, 742千問

－身体障害者医療費 12,750 

－身体障害者タクシ一助成 234 

－母子家庭等医療費 2,568 

－国民健康保険会計総出金 20,000 

・-t人クラフ’への助成 2.408 

・-t人医療t!( 175.590 

－敬-t品Htl：会 1. 290 

－乳児等医僚’伐 5.490 

・児：愈．予当給付＂.＂it 20.244 

－常設保育所の運営 348,026 

。保鍵衛生の充実のために 184,831千円

わが町では，水年－｛米健微小の（l1juこ取り組んでまいりま

したのそのがi*・ l人あたりの！？、娘代がゆるやかではあり

ますが改斤の急ぎしが4められるよすにらリました。｜込If系

1-Hi：の努力に！必刈titし｜・．げるとともに．これを契機として

他L除~j ＜リ iMiJJ を ー ·1'1 と 1~：化してま L ‘リ fニし、と 0・じます。

－成人病対策・住民検診 ・fI坊後純等 59,238千円

・ m~t -.i；：虫の砂．除 2.046 

~~ ひ :.' ’ρ、， ．ー・

－町士美化運動

．簡易水道会計総Illイf.
－公 存対策

・病院が3覧会社への助成

. ii~ t.1¥ ~~業

－際芥必勝人

．し民処喫事業

。道路交通網の整備のために

;,・, '・ ... : ~ '・ I J r・ 
" ・ i1:" I 0・・0・・

お38

7.303 

602 

38.446 

37,858 

4.。。υ

17.784 

266,300千円

日常生活幽の1よ械化に対処するため．道路線iの守完備の必

要なことは申すまでもありません。lfJの公共事業抑制策等

により ．財源縫保Ii容易ではありませんが．事業蛍の似品i

なfl~下を来たすことのないようできる阪リの努力をいたし

ます。

－町道の改良と舗装 82,680千円

・道路特別改良事業 35,841 

・都市計剛街路事業

・交通安全施設の彬｛崎

. i＊＇~t弐：llJj I卜事業

. ill路絡も匙の補修

＠住宅対策のために

71. 494 

4.534 

15,400 

4.255 

143,773千円

111＇年JOH実施されたIEI勢調伐の結栄．わが町の人口は 5

年前 とくらべて 2.-t%の減であり ました。わがerrの人ll減

少は宅地問題に起凶するとニろも大であると巧えられます

ので．人U減少の揃 l卜め策として．｛妥良住宅 ・優良（:i:：七問

地の総｛栄に努力してまいリます。

－町営住宅の杭・f繋

．住宅建設さI'~業

同友育会件の鰍l

1.850 千問

141. 923 

801,894千円

幾多の問題をかかえた社会↑白勢のr!Jで．希望と活力に満

ちた本来を切り初日、ていくためには，－：，＇／：校 ・家庭・社会を

i凶じて教育の機能を允笑し．たくましくかっ創造に富む心

身ともに健全な人間性の育成をJtllしていく ことが何よりも

弔裂なことであリ．町民の要求に応じた生i医学留のための

f誌段づくりに努めてまいりたいと存じます。

。学綬教育の霊備のために 709,653千円

小校教育においては．教育環境野備の推進と．ゆとりの

あるしかも充実した’Y：校生活の中で．｛患 ・1本・知の調和め

とれた心身ともに健全な児窓生徒の-fl成にううめたいと存じ

ます。

・町単品高山tiの符人 5.680千円

・’下校地J立の改修 8.450 

・7：絞f:'.E宅設備校び教村｛，j,¥"I，の守主｛結 19.331 

・YJI1:1 rj, .. f"：校の建設 460.308 

。社会教育の充実のために 33. 716千円

社会教ffでLt..！也械における各柑社会教育事業の促進．

指導者の養成維｛援など.~町1（が日常生活の中で自己の｜白j

j：を図ろうとする自発的i,r；動のための機会を餓極的に提供

してL、〈所存であります。

－社会教育保興のための指導円・研修l立び各純l羽体助成

・公民館活動の充実

．図書館の充実

4.598千円

7.027 

8.81~ 

－悦聴覚教材備品の慾｛椅 2, 140 

。文化財保護の推進のために 36,298千円

k立終1¥-1立を迎えた不動堂遺跡公闘坐｛蔵事業については，

ft肘復J乙．｛木M！舎の建設を推進します。

t克関所i的I~五山など県 ・町指定文化財標住設置，不動堂遺

跡公削ノぐンフレ ッ卜作成等により．文化財愛護思想、の普及

に努めてまいります。

・文化財管理・補修，啓蒙

・不動堂遺跡懸備事業

。保健体育の向上のために

1,298千円

35.000 

22,227千円

体行 ・ スホーツグ）jb~ 興については. r回ji込ひとりースポーツ」

をトー組に．たくましく心~＇..l かなずj：少年の育成を目指します。

なお．町民が日常生治においてスポーツに貌しみ．明る

く活力ある生活を営むことができるよう，学校体育施設の

｜対政．地域スポーツ ・クラブの育成等の事業を積極的に推

進し てま いります。

－体育指導者の育成

．社会体育の振興

－学校体育施設の開紋

．体育施設の運営

｜虚幾基盤の盤傭 ｜

2,858千円

2.608 

2,295 

14,466 

864. 772千円

昨年末．発表された政府の経済見通しでは．昭和56年度

のわがl王！の経済は．景気の着笑な拡大が見込まれています

カヘこれは物価の安定と石油情勢の極端な変化がないとし

たうえでの見通しであるため．経済活動はこれらの動向を

注視しながら慎重に対処していく必要があります。

また．わが町の基幹産業ともいえる農業については．大

量のも：作目標而械の配分を課されておりますので．これの

円滑な配分と農業所得の安定を最重点課題として各慢の手

だてを講じてまいりたいと存じます。

。農林水産業の振興のために 753,042千円

農業については．前年度を50%も上回る第 2期転作田原

面械の配分があり．基幹作物が水稲である本町の農業を取

りまく情勢は非常に厳しいものがあります。これに対応し

水聞の汎用化を推進するため．変共同乾燥調盤施設・集団

営農用機械総設の慾備導入に努めます。転作については＇ i也

放振興作物の定着化により一層努めます。又，本町は農地

を安心して貸し借りできる農用地利用地進に概極的に取り

組んでいきます。農用胞の基盤慾備については，引き続き

守主備 を h~ 、土地の有効利用のための条件怒備に努めます。

農村総合~f続モデル事業は．南保地区に営·A豊飲雑用水施設

が完成する予定であります。

道産については．環境保全地設の繁備．飼育管理指導を図

り．優良家奮の噂人の推進と共に．自給飼料としてコンパイ

ンワラの飼料化を促進し生産コス トの切り下げに努めます。

林業については．公 ・町常.;;1林の守主備管理．をはかると と

しに＇ '1>:iド：ま三議長f;I也のお林総f汁IJ間施設を光成させシー

ズシに！j／泡，j立のオーブンを，i十11hjしていますの林道tjj主総の

llf.J.Jをおう灼とし．イl：米紙｛のはHや．新規林道開設JI・幽のぷ！

i・i:;l(IJ：，；：に，｛j'r--いたします。

水産業については．沿；.；~漁業・の基地である山崎漁港の務

（~i促進をはかるため．漁港t~備計i!ltiの比直し年l支であるこ
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第11回富山県青年耕地団員募集案内
一明日を拓〈青年の翼ー
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砂
場
砂
州
噌
酬
甲
砂
場
砂
場
明
砂
場
明
砂
川
切
砂
場
砂
州
場
砂
場
砂
川
市
川
W
川噂川市川
W
M
噌
ゆ
酬
W

マ
初
日
必
機
等
は
中
山
の
机
店
卜
州
庄

が
出
く
、
注
小
州
市
恥
に
さ
ず
い
て
も
、

す
ぐ
前
進

・
後
川
泌
が
む
ず
か
し
い
た
め
．

安
全
作
必
は
よ
リ
刊
吊
に
行
っ
て
く
だ

い
よ
い
よ
本
桁
的
な
必
の民一
新
聞
を

迎
え
ま
し
た
が
、
例
年
制
辺
機
等
の
踏

切
下
位
、
ほ
び
沿
線
の
火
災
が
多
党
し

て
お
り
ま
す
ニ
う
し
た
刈
心
中
市
ド
此
及

び
火
災
は
．
’H
・り
を
危
険
に
さ
ん
す
人

け
で
な
く
、

一
砂
川
沿
っ
と
、
大
妙
の

人
に
バ
1
1
v
を
か
け
る
ニ
と
に
な
リ
ま
す

口
敏
則
の
下
此

・
火
，…火
の
仙
・ー
の
た
灼

次
の
山
…
に
ご
比
丘
く
だ
き
い

マ
川
辺
機
乃
の
州
川
切
辿
’
打
に
際
し
て

な
、
で
き
る
限
り
し
ゃ
断
機
、

作
間
、

機
の
北
川
さ
れ
て
い
る
間
切
を
利
川
し

也
、
いマ

踏
切
1
い
で
エ
ン
ス
ト
・
脱
輪
等
に

よ
け
い
辿
松
て
き
な
く
な

ー
た
と
き
は
、

す
ぐ

，
A
市
ボ
タ
シ
‘
を
刊
し
て
、
刈

山
中
を
一
行
め
る

F
配
を
し
て
く
だ
さ
い

〉一
山
却
の
品
川
川
作
業
を
一打
・7
し
』
さ
は
、

2
・
叶A
N山川
に
仰
の
川同組’
A
K
へ
地
付

し
て
、
伝
九
会
い
桁
・山
市
ん
本
A
引
て
く
だ

さ
い
ま
た
、

品
川
川
作
主
小
に
は
、
川

以
川
地
に
抵
悦
し
な
い
よ
・
1
、
私
的
に

川
地
付
近
の
川
市
内
刈
リ
取
リ
を
必
ず

μ
～
て
く
だ
き
い

土
ふ

1
」・

4
・
1

国税納期一覧表

ぷ匂！ 町 税 県 税 国 税

4 月 -WI ［剖定資産税

5 月 全期 軽自動車税 全期 自動$税

6 月 一期 町県民鋭

7 月 二期 凶定資産鋭 一期 凶h：健康保険税 一期 所予定時得1行納税~ 
8 月 二期 町県民税 一期 事 業 税

9 月 二期 国民健康保険悦

10 月 ＝期 町県民税

11 月 全期 水平IJ地益税 三期 固定資産税 三WI 国民健康保険税 二期 本業税 二期 所予定巾得行納税税

12 月

月 四期 町県民税 四期 国民健康保険税

2 月 四期 固定資産税

3 月 三期 所 得 税
係定 14』~·，＇納税

進んで納税明

町税・県税・

い社会るqd噌
1

「コ
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年
金
だ
よ
り

会
社
を
退
職
し
た
ら

国
民
年
金
へ
加
入

;1;1］そ ；r:
l交 のなわ
カf 人どか
う の ~ 111 
ま峨つ ：二
円 み；グ〉（よ
てに公
~ J よ （I~） I !Cl 

まり千 l~
／す IJll ~；： ~r
一五 人；Jill全

す l主ぺ’
るカf lγ 
:r あ’十
す？リ 1j'.

川
J

にド
J
f川
川
主
立
、

町
ぱ
水
品
川
ぃ
佐
や
ド

｜
l
i
〈

q
H
j
i
l
t－
I
J
J
I

小
尚
l
来
の
け
公
取
の
人
、
あ
る
い
は

什
山
主
の
人
な
ど
峨
州
場
の
年
金
制
・
は
に

加
入
し
て
い
な
い
人
と
そ
の
ん
が
政
を
刈

裂
と
し
た
年
ふ
れ
制
山
で
す

九
五
枇
を
辺
峨
し
た
人
や
、
ぃ
叩
門
学
校
・

・
卜
八
九
千
な
ど
ふ
平
た
し
た
人
で
、
aH
什
た

に
な
ゥ
た
リ
、
山
本
山
叫
に
へ

り
た
’へは、

山
川
崎
以
1・山”山
川
本
耐
の
人
で
あ
れ
ば
、

川
代
十
土
品
川
・
へ
い
れ
と
な
る
・－
と
が
て

き
ま
す

（品
川
制
加
へ
と
任
ぷ
川
人
が

ん
リ
ま
す

｝

川
氏
年
ふ
れ
に
川
人
し
似
険
料
を
納
灼

ま
す
l

亡
、
ニ
れ
ま
で
ん
ぷ
れ
で
加
入
し
て

い
た
川
ふ
仁
年
全
な
ど
か
ら
年
令
か
’
J
A
け

・？
L
る
よ
一
．
二
、
．q
，に
ドY
R一J
〉

t
J
C

J
J
i
f
－

－

f
i
s
－－
ー’

の
則
川
に
応
仁
て

T
F，
父
け
り
れ
ま

す
し
．
．
 

小山間
止
の
が
此
の
た
A

引の
一
知
則
給

付

｛附

ヴ

吋

，ー
な
ど
の
わ
丈
土
’
u
ム

リ
ま
す

川
代
交
え
の
川
・
へ
は
、
み
な
き
ん

の
午
．
川
を
大
切
に
守
る
近
て
す

い
ま
す
ぐ
町
の
川
氏
年
全
係
へ
ご
相

ぷ
く
だ
さ
い

。
い飢
制
加
白人

山
ぷ
以
上

ω”叫
ト本
耐
の
川
内
に
休
む

け
本
川
氏
で、

峨
助
の

去
祝
日
小

年
全

・
船
川
保
険

・
比
一
川
机
ヘ
H

｝
に

加
入
し
て
い
な
い
す
べ
て
の
人

O
H
I
ぷ
加
・
へ

ご
主
人
が
峨
坊
の
年
全
に
加
入
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
卵
、
さ
ん
や
、

村
川
却
の川
下
位
、
年
全
を
フ
け
て
い

る
人
や
・
7
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
と

そ
の
配
仙
打
な
ど

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ま
し
た
か
？

川
町
初
日
年
L
U
4問
分

｛1
1
3川
－MH
｝

の
似
険
料
は

1
川
山
口
が
納
則
以
で
し

た
か
、’
V
1
納
灼
・勺
れ
ま
し
た
か

一納
灼
忘
れ
て
い
る
卜
り
は
、
与
い
て
納

灼
ま
し
ょ
・川，

4
川
を
泊
Y
J
ま
す
と
、
町
役
場
の
怠

け
で
は

m
T仰は川
りが
似
納
で
き
な
く
な

り
ま
す

ま
た

い
る
と

が
起
き
ま
す

川
代
午
令
に
つ
い
て
の
J
ld
い・

τ－

リザ
．
川
川
民
年
全
Mm
－8
3
H
l
l
u

り
内
線
川
三
ま
た
は
仏
…
川
社
会
似
険
が

は仙川
－E
O
7
6
5
1
μ
H
1
4
り
」
｝

へ
打
川
い
へ
H
＃－
く
に
さ
い

納
灼
忘
れ
の
ま
ま
に
な
勺
て

年
余
を
，
父
け
る
と
き
に
ト
ベ
肘

不
燃
焼
物
捨
場
の

利
則
方
法
が
変
わ
り
ま
す

ー
町
受
付
で

廃
棄
物
処
理
手
続
き
を
！

燃
え
る
い
ゴ
ミ
は
鰍
他
地
内
の
小
燃

焼
物
約
局
で
処
則
し
、
今
ま
で
削
人
H
H

込
分
川
崎
燃
料
で
し
た
が
、
川
以
近
の
一
崎
栄

’昭
、，，H
l
H
H
－
a

ドr
、子供
？’1
刷マ
ヲト
f
じ
f
下・
H
K
U
I

刷ポ
グ
判
h
リ
f
h
f
t
a
L
4
HH
H
グ

判

i
’戸
l
nJ
t

川
が
か
さ
む
た
的
、
5
川
口
け
よ
り
次

の
・
と
お
り
む
料
に
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
ご
協
力
刷
い
ま
す

ぺ
処
珂
坊
を
利
川
さ
れ
る
打
は
、
処
分

し
た
い
一
崎
来
物
を
運
航
の
？
え
、
役

場
交
付
で
一
胤
・
脚
本
物
処
即
小
品
F
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

u

ω，川
動
中
的
被
H

．m
z
tト本尚
の
も
の

－
れ
に
つ
き
l
下
川

ω前
記
以
外
の
’H
動
中
村
岐
川
．山引
の
も

のl
l
mす
’
川
に
、
側
川
川
昨

村
山
内
川
に
つ
い
て
は
、
町
で
雌
必

の
？
え
千
数
料
を
納
め
て
い
た
だ

川
や
小
山
中
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
は

休
み
よ
い
町
づ
く
リ
の
以
上併
で
あ
る
ニ

と
か
・
り
、

ι千
年
も
間
十
夫
化
辺
品
川
を
定

地
し
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
や
爪
仏
く
川
町
び

か
け
る
限
必
ふ
長
日
集
し
ま
す
υ

応
募
方
法

。
ハ
ガ
キ
l
校
に
つ
き
、
作
品
何
点
で

も
結
構
で
す
。

h

h

町
附
・
氏
名
・
年
九
H

・
職
業

・
混
ぷ

品川
v
b
R
H
い
て
く
だ
さ
い
ω

締
切
り

5
川
U
U
H

送
り
先

川
判

U
町
出
保
制
の
5

制
日
町
役
場
開
境
保
健
沫

耐
生
水
辺
係

な
お
、
応
前
が
い
れ
に
は
い
相
川
ル
泣
け
正

し
ま
す
匂

し
以
く
み
取
り
料
金
が

か
わ
り
ま
す

附
初
日
州
年

4
H
l
uか
ら
、
し
以
く

み
取
リ
料
金
が
次
の
よ
う
に
改
忘
さ
れ

ま
し
た
の
で
幻
知
ら
せ
ー
ま
す

c
1
．れ

｛醐
川
田）

刷
川

1
1
1

｛
山げ

%
）

ω川

な
お
、
く
み
取
リ
を
山
中
し
込
ま
れ
る

川
は、

必
す
衛
生
砕
版
U
M叫
に
て
山
川
中

与
を
お
山
川
い
ぶ
め
く
だ
さ
い
。

山叫全一
で
の
14
払
い
は

一
切
交
け
付
け

ま
せ
ん
の
て
州
立
し
て
く
ど
さ
い
‘

連
休
の
ゴ
ミ
収
集
を

休
み
ま
す

5
リ
述
休
の
コ
ミ
似
棋
は
、

点
部
内川

M
セ
ン
タ
ー
休
業
に
つ
き
休
み
ま
す
。

、‘‘
．，，，

4
E
E
E
A
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東説 ｜

脇
f
八
帖

h

以
内
の
．
北
州
大
れ
泌
を
く
ぐ

り
参
道
を
進
む
と
数
ー
は
の
．
れ
は
が
作

戦
ま
で
つ
づ
い
て
い
る

そ
の
．れ
は
の
中
れ
を
愉
切
る

4
7に

ト
し
徽
国
よ
リ
小
蹴
出
を
討
て
ド
航
時
に

ポ
る
山
道
が
あ
る

仙
川
か
・
り
の
七
H
4
b

－し
て
現

ιの
よ
う

な
北
山
内
街
道
が
形
づ
く
ら
れ
る
以
山
内

山
い
泊
簡
で
ム

リ
た
と
い
サ

ニ
の
泊
は
．
い
つ
削
の
時
代
に
作
・
句

れ
、
ど
ニ

へ
泊
す
る
道
筋
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
・7
カ

附
相
の
い刊
Am
仁
川
町
し
た
一
川
町
郷
トし

附
花
会
の
・
4
U持
に
『
．出
の
柏
木
家
の
川

B

’E
，‘，
 ．．
 －E
t
 

J
 

写真は脳子八幡宮の吉道

明
王
の
山
の

切
り
通
し

O
脇
子
八
幡
宮
1

泊。

い山川
U
仰に
什
の
辺
紡
は
二
石
市
の
点
の

松
以
l
m…
部
の
点
の
新
以
村

l
ふれ山
！

大
山
本
比
l
巾
似
の
町

哨
l
木
市
J
｜
砧

比
川
卜
．
の
山
の
切
辿
し
｜
符
川
の
越
の

川・・：・：・・へ
ー
に
そ
の
ま
ま
行
制
山
守
中
心
に

，f
g
 

M
－本
川
・4
に
山
て
く
る
川
上
山
は
ト

附
M
U
－
－公
則
’
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・
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縫
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叫
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町
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5月の休日救急診療当番医
3日〈日） 辻 医 院 宮 2-1285

4日（月） 寺崎医院 宮 2-1118

5日（祝） 申川医院 宮 2-0120

10日（臼） 極 東医院 宮 2-0305

17日 〈日） 組 畠医院 宮 2-0051

何日〈臼〉 丸 川病院 宮 3-3391

31臼（日） 草野病院 告 2-1135

3月の町内交通事故 4 数件


